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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセスポイントにおける通信方法であって、
　ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)シグナリングフィールド内の共通ユーザ
フィールドを生成するステップであって、前記共通ユーザフィールドが複数の局によって
復号可能であり、前記共通ユーザフィールドが、マルチユーザ(MU)物理層プロトコルデー
タユニット(PPDU)(MU-PPDU)内のデータフィールドの1つまたは複数の通信リソースユニッ
トを示し、さらに、前記1つまたは複数の通信リソースユニットがMU多入力多出力(MIMO)
送信または直交周波数分割多元接続(OFDMA)シングルユーザ送信に関連することを示すリ
ソース割り振りフィールドを備える、ステップと、
　前記WLANシグナリングフィールド内の前記共通ユーザフィールドに続いて、前記WLANシ
グナリングフィールド内に少なくとも1つの局固有フィールドを生成するステップであっ
て、前記WLANシグナリングフィールド内の前記少なくとも1つの局固有フィールドの位置
が前記リソース割り振りフィールドによって示される前記データフィールドのためのリソ
ースユニット割り振りパターンの前記1つまたは複数の通信リソースユニットのうちの1つ
の位置を識別する、ステップと、
　前記WLANシグナリングフィールドを含むWLANプリアンブルを送信するステップと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記共通ユーザフィールドを生成するステップが、
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　第1の部分と第2の部分とを含むように前記リソース割り振りフィールドを生成するステ
ップであって、前記第1の部分および前記第2の部分の各々が、それぞれの前記第1の部分
およびそれぞれの前記第2の部分内に含まれるリソース割り振り情報のタイプのインジケ
ータを含む、ステップを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記インジケータが、割り振り計画インジケータまたはリソースタイプインジケータを
備える、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記割り振り計画インジケータおよび前記リソースタイプインジケータのうちの少なく
とも1つに基づいて、前記MU-PPDU内の前記1つまたは複数の通信リソースユニットがMU-MI
MO送信またはOFDMAシングルユーザ送信に関連することを識別するステップをさらに備え
る、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記割り振り計画インジケータおよび前記リソースタイプインジケータのうちの少なく
とも1つに基づいて、前記1つもしくは複数の通信リソースユニットのサイズ、MU-MIMO送
信に関連するユーザの数、またはそれらの任意の組合せを識別するステップをさらに備え
る、請求項3に記載の方法。
【請求項６】
　前記リソース割り振りフィールドを生成するステップが、
　前記割り振り計画インジケータとともにインデックスを含めるステップであって、前記
インデックスが前記1つまたは複数の通信リソースユニットのためのリソースユニット割
り振り計画に関連する、ステップをさらに備える、請求項3に記載の方法。
【請求項７】
　前記リソース割り振りフィールドを生成するステップが、
　前記リソースタイプインジケータとともにインデックスを含めるステップであって、前
記インデックスが前記1つまたは複数の通信リソースユニットのユーザの数に関連する、
ステップをさらに備える、請求項3に記載の方法。
【請求項８】
　前記第1の部分の前記インジケータおよび前記第2の部分の前記インジケータが両方とも
割り振り計画インジケータであるとき、前記MU-PPDU内の前記1つまたは複数の通信リソー
スユニットがOFDMAシングルユーザ送信用であることを識別するステップをさらに備える
、請求項3に記載の方法。
【請求項９】
　前記リソース割り振りフィールドを生成するステップが、
　前記1つまたは複数の通信リソースユニットのサイズが所定のしきい値未満である場合
、両方の割り振り計画インジケータとともにインデックスを含めるステップをさらに備え
る、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記リソース割り振りフィールドを生成するステップが、
　前記1つまたは複数の通信リソースユニットのサイズが所定のしきい値以上である場合
、前記割り振り計画インジケータのうちの一方のみとともにインデックスを含めるステッ
プをさらに備える、請求項8に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第1の部分の前記インジケータまたは前記第2の部分の前記インジケータのうちの少
なくとも一方がリソースタイプインジケータであるとき、前記1つまたは複数の通信リソ
ースユニットがMU-MIMOであることを識別するステップをさらに備える、請求項3に記載の
方法。
【請求項１２】
　前記リソース割り振りフィールドを生成するステップが、
　前記1つまたは複数の通信リソースユニットのサイズが所定のしきい値未満である場合
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、前記第1の部分と前記第2の部分の両方とともに前記リソースタイプインジケータを含め
るステップをさらに備える、請求項11に記載の方法。
【請求項１３】
　リソース割り振りフィールドを生成するステップが、
　前記1つまたは複数の通信リソースユニットのサイズが所定のしきい値未満である場合
、前記第1の部分および前記第2の部分のうちの一方とともに前記割り振り計画インジケー
タを含め、前記第1の部分および前記第2の部分のうちの他方とともに前記リソースタイプ
インジケータを含めるステップをさらに備える、請求項11に記載の方法。
【請求項１４】
　前記共通ユーザフィールドを生成するステップが、
　第1のリソース割り振り計画部分と第2のユーザ数部分とを含むように前記リソース割り
振りフィールドを生成するステップを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項１５】
　前記少なくとも1つの局固有フィールドが、前記MU-PPDU内のOFDMAシングルユーザ送信
に関連し、局識別フィールドと、変調およびコーディング方式フィールドと、コーディン
グフィールドと、スケジューリングされたストリームの数フィールドと、空間時間ブロッ
クコードフィールドと、送信ビームフォーミングフィールドとを備える、請求項1に記載
の方法。
【請求項１６】
　前記少なくとも1つの局固有フィールドが、MU-MIMO送信に関連し、局識別フィールドと
、変調およびコーディング方式フィールドと、コーディングフィールドと、スケジューリ
ングされたストリームの数フィールドと、ストリームインデックスとを備える、請求項1
に記載の方法。
【請求項１７】
　前記少なくとも1つの局固有フィールドのうちの第1の局固有フィールドと第2の局固有
フィールドとの間の中心位置に中心局固有フィールドを生成するステップであって、前記
中心局固有フィールドの前記中心位置が前記MU-PPDU内の中心通信リソースユニットを識
別する、ステップをさらに備える、請求項1に記載の方法。
【請求項１８】
　前記少なくとも1つの局固有フィールドに続く前記WLANシグナリングフィールドの最後
の位置に中心局固有フィールドを生成するステップであって、前記中心局固有フィールド
の前記最後の位置が前記MU-PPDU内の中心通信リソースユニットを識別する、ステップを
さらに備える、請求項1に記載の方法。
【請求項１９】
　前記WLANシグナリングフィールド内の前記少なくとも1つの局固有フィールドの順序が
、前記リソース割り振りフィールドによって示される前記リソースユニット割り振りパタ
ーンの前記1つまたは複数の通信リソースユニットのうちの1つの位置を識別する、請求項
1に記載の方法。
【請求項２０】
　局における通信方法であって、
　WLANシグナリングフィールド内の共通ユーザフィールドと前記WLANシグナリングフィー
ルド内の少なくとも1つの局固有フィールドとを含むワイヤレスローカルエリアネットワ
ーク(WLAN)プリアンブルを受信するステップと、
　マルチユーザ(MU)物理層プロトコルデータユニット(PPDU)(MU-PPDU)内のデータフィー
ルドの1つまたは複数の通信リソースユニットを示し、前記1つまたは複数の通信リソース
ユニットがMU多入力多出力(MIMO)送信または直交周波数分割多元接続(OFDMA)シングルユ
ーザ送信に関連することをさらに示す前記共通ユーザフィールドに関連するリソース割り
振りフィールドを識別するステップと、
　前記WLANプリアンブル内に含まれる前記WLANシグナリングフィールド内の前記局固有フ
ィールドの位置に少なくとも基づいて、前記局に関連する前記少なくとも1つの局固有フ
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ィールドのうちの局固有フィールドと、前記局固有フィールドに対応する前記MU-PPDU内
の前記データフィールドの前記1つまたは複数の通信リソースユニットのうちの少なくと
も1つの通信リソースユニットとを識別するステップと
を備える、方法。
【請求項２１】
　前記リソース割り振りフィールドに少なくとも基づいて、前記少なくとも1つの通信リ
ソースユニットのサイズを識別するステップをさらに備える、請求項20に記載の方法。
【請求項２２】
　前記リソース割り振りフィールドに少なくとも基づいて、前記少なくとも1つの通信リ
ソースユニットがMU-MIMO送信またはOFDMAシングルユーザ送信に関連することを識別する
ステップをさらに備える、請求項20に記載の方法。
【請求項２３】
　前記リソース割り振りフィールドに少なくとも基づいて、MU-MIMO送信に関連する前記
少なくとも1つの通信リソースユニットを監視するユーザの数を識別するステップをさら
に備える、請求項20に記載の方法。
【請求項２４】
　前記リソース割り振りフィールドに少なくとも基づいて、前記局固有フィールドに対応
する前記少なくとも1つの通信リソースユニットの位置を識別するステップをさらに備え
る、請求項20に記載の方法。
【請求項２５】
　前記少なくとも1つの局固有フィールドのうちの第1の局固有フィールドと第2の局固有
フィールドとの間の中心位置における中心局固有フィールドを識別するステップと、
　前記中心位置における前記中心局固有フィールドを識別することに少なくとも基づいて
、前記中心局固有フィールドに対応する前記MU-PPDU内の中心通信リソースユニットを識
別するステップと
をさらに備える、請求項20に記載の方法。
【請求項２６】
　前記少なくとも1つの局固有フィールドに続く最後の位置における中心局固有フィール
ドを識別するステップと、
　前記最後の位置における前記中心局固有フィールドを識別することに少なくとも基づい
て、前記中心局固有フィールドに対応する前記MU-PPDU内の中心通信リソースユニットを
識別するステップと
をさらに備える、請求項20に記載の方法。
【請求項２７】
　前記局に関連する前記少なくとも1つの局固有フィールドのうちの前記局固有フィール
ドと、前記局固有フィールドに対応する前記MU-PPDU内の前記データフィールドの前記1つ
または複数の通信リソースユニットのうちの少なくとも1つの通信リソースユニットとを
識別するステップが、前記WLANプリアンブル内の前記少なくとも1つの局固有フィールド
の順序に少なくとも基づく、請求項20に記載の方法。
【請求項２８】
　アクセスポイントにおける通信デバイスであって、
　プロセッサと、前記プロセッサに通信可能に結合されたメモリとを備え、前記メモリが
コンピュータ可読コードを含み、前記コンピュータ可読コードが、前記プロセッサによっ
て実行されると、
　ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)シグナリングフィールド内に共通ユーザ
フィールドを生成することであって、前記共通ユーザフィールドが複数の局によって復号
可能であり、前記共通ユーザフィールドが、マルチユーザ(MU)物理層プロトコルデータユ
ニット(PPDU)(MU-PPDU)内のデータフィールドの1つまたは複数の通信リソースユニットを
示し、前記1つまたは複数の通信リソースユニットがMU多入力多出力(MIMO)送信または直
交周波数分割多元接続(OFDMA)シングルユーザ送信に関連することをさらに示すリソース
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割り振りフィールドを含む、生成することと、
　前記WLANシグナリングフィールド内の前記共通ユーザフィールドに続いて、前記WLANシ
グナリングフィールド内に少なくとも1つの局固有フィールドを生成することであって、
前記WLANシグナリングフィールド内の前記少なくとも1つの局固有フィールドの位置が前
記リソース割り振りフィールドによって示される前記データフィールドのためのリソース
ユニット割り振りパターンの前記1つまたは複数の通信リソースユニットのうちの1つの位
置を識別する、生成することと、
　前記WLANシグナリングフィールドを含むWLANプリアンブルを送信することと
を前記通信デバイスに行わせる、通信デバイス。
【請求項２９】
　前記コンピュータ可読コードが、
　第1の部分と第2の部分とを含むように前記リソース割り振りフィールドを生成すること
であって、前記第1の部分および前記第2の部分の各々が、それぞれの前記第1の部分およ
びそれぞれの前記第2の部分内に含まれるリソース割り振り情報のタイプのインジケータ
を含む、生成すること
を前記通信デバイスにさらに行わせる、請求項28に記載の通信デバイス。
【請求項３０】
　前記インジケータが、割り振り計画インジケータまたはリソースタイプインジケータを
備える、請求項29に記載の通信デバイス。
【請求項３１】
　局における通信デバイスであって、
　プロセッサと、前記プロセッサに通信可能に結合されたメモリとを含み、前記メモリが
コンピュータ可読コードを含み、前記コンピュータ可読コードが、前記プロセッサによっ
て実行されると、
　WLANシグナリングフィールド内の共通ユーザフィールドと前記WLANシグナリングフィー
ルド内の少なくとも1つの局固有フィールドとを含むワイヤレスローカルエリアネットワ
ーク(WLAN)プリアンブルを受信することと、
　マルチユーザ(MU)物理層プロトコルデータユニット(PPDU)(MU-PPDU)内のデータフィー
ルドの1つまたは複数の通信リソースユニットを示し、前記1つまたは複数の通信リソース
ユニットがMU多入力多出力(MIMO)送信または直交周波数分割多元接続(OFDMA)シングルユ
ーザ送信に関連することをさらに示す前記共通ユーザフィールドに関連するリソース割り
振りフィールドを識別することと、
　前記WLANプリアンブル内に含まれる前記WLANシグナリングフィールド内の前記局固有フ
ィールドの位置に少なくとも基づいて、前記局に関連する前記少なくとも1つの局固有フ
ィールドのうちの局固有フィールドと、前記局固有フィールドに対応する前記MU-PPDU内
の前記データフィールドの前記1つまたは複数の通信リソースユニットのうちの少なくと
も1つの通信リソースユニットとを識別することと
を前記通信デバイスに行わせる、通信デバイス。
【請求項３２】
　前記コンピュータ可読コードが、
　前記リソース割り振りフィールドに少なくとも基づいて、少なくとも、
　　前記少なくとも1つの通信リソースのサイズ、または、
　　前記少なくとも1つの通信リソースユニットがMU-MIMO送信に関連すること、または、
　　前記少なくとも1つの通信リソースユニットがOFDMAシングルユーザ送信に関連するこ
と、または、
　　MU-MIMO送信に関連する前記少なくとも1つの通信リソースユニットを監視するユーザ
の数、または、
　　それらの組合せ
を識別すること
を前記通信デバイスにさらに行わせる、請求項31に記載の通信デバイス。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　本特許出願は、2016年8月9日に出願された、「Resource Allocation Signaling in a H
igh Efficiency Wireless Local Area Network Preamble」と題する、Bharadwajらによる
、米国特許出願第15/232,711号、および2015年8月11日に出願された、「Resource Alloca
tion Signaling in a High Efficiency Wireless Local Area Network Preamble」と題す
る、Bharadwajらによる、米国仮特許出願第62/203,857号の優先権を主張するものであり
、これらの各々は、本出願の譲受人に譲渡されている。
【０００２】
　本開示は、たとえば、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、高効率ワイヤレ
スローカルエリアネットワーク(WLAN)プリアンブルにおけるリソース割り振りシグナリン
グのための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、ブロー
ドキャストなどの様々なタイプの通信を提供するために広く展開されている。これらのシ
ステムは、利用可能なシステムリソース(たとえば、時間、周波数、および電力)を共有す
ることによって複数のユーザとの通信をサポートすることのできる多元接続システムであ
ってもよい。ワイヤレスネットワーク(たとえば、IEEE802.11ファミリの規格のうちの1つ
または複数に準拠するWi-FiネットワークなどのWLAN)は、しばしば、1つまたは複数の局(
STA)またはモバイルデバイスと通信するアクセスポイント(AP)を含む。APは、しばしば、
インターネットなどのネットワークに結合され得、局またはモバイルデバイスがネットワ
ークを介して通信する(および/またはAPに結合された他のデバイスと通信する)ことを可
能にし得る。
【０００４】
　ワイヤレス通信のためのリソースの割り振りは、WLANプリアンブル内で指示され得る。
リソースを効率的に使用するために、およびシグナリングの複雑さを低減するために、異
なるリソース割り振り方式が使用され得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　デバイスは、高効率ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)プリアンブルにおい
て割り振り方式をシグナリングしてもよい。一例では、リソース割り振りパターンを複数
のデバイスにシグナリングするために、高効率(HE)WLANシグナリングフィールドが使用さ
れる。HE WLANシグナリングフィールドは、複数のデバイスによって復号可能でありリソ
ース割り振りフィールドを含む共通ユーザフィールドを含む。リソース割り振りは、複数
のデバイスへのリソースユニットの分配を示し、マルチユーザ物理(PHY)層プロトコルデ
ータユニット(PPDU)内のどのリソースユニットがマルチユーザ(MU)多入力多出力(MIMO)(M
U-MIMO)送信に対応し、どのリソースユニットが直交周波数分割多元接続(OFDMA)シングル
ユーザ送信に対応するのかを示す。HE WLANシグナリングフィールドは、特定のデバイス
に割り当てられた専用ユーザフィールドも含む。専用ユーザフィールドの順序は、割り振
られたリソースユニットに対応する。HE WLANシグナリングフィールドは、WLANプリアン
ブルとともに複数のデバイスに送信される。
【０００６】
　アクセスポイントにおけるワイヤレス通信の方法について説明する。方法は、WLANシグ
ナリングフィールド内の共通ユーザフィールドを生成するステップであって、共通ユーザ
フィールドが複数の局によって復号可能であり、共通ユーザフィールドが、MU PPDU内の1
つまたは複数の通信リソースユニットを示し、さらに、MU-PPDU内の1つまたは複数の通信
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リソースユニットがMU-MIMO送信またはOFDMAシングルユーザ送信に関連することを示すリ
ソース割り振りフィールドを備える、ステップと、WLANシグナリングフィールド内の共通
ユーザフィールドに続いて、少なくとも1つの局固有フィールドを生成するステップであ
って、少なくとも1つの局固有フィールドの位置が1つまたは複数の通信リソースユニット
のうちの1つに対応する、ステップと、WLANシグナリングフィールドを含むWLANプリアン
ブルを送信するステップとを含む。
【０００７】
　共通ユーザフィールドを生成するステップはまた、第1の部分と第2の部分とを含むよう
にリソース割り振りフィールドを生成するステップであって、第1の部分および第2の部分
の各々が、それぞれの第1の部分およびそれぞれの第2の部分内に含まれるリソース割り振
り情報のタイプのインジケータを含む、ステップを含むことができる。インジケータは、
割り振り計画インジケータまたはリソースタイプインジケータを含むことができる。
【０００８】
　方法はまた、割り振り計画インジケータおよびリソースタイプインジケータに少なくと
も部分的に基づいて、MU-PPDU内の1つまたは複数の通信リソースユニットがMU-MIMO送信
またはOFDMAシングルユーザ送信に関連することを識別するステップを含むことができる
。方法はまた、割り振り計画インジケータおよびリソースタイプインジケータに少なくと
も部分的に基づいて、1つもしくは複数の通信リソースのサイズ、MU-MIMO送信に関連する
ユーザの数、またはそれらの任意の組合せを識別するステップを含むことができる。
【０００９】
　リソース割り振りフィールドを生成するステップは、割り振り計画インジケータととも
にインデックスを含めるステップであって、インデックスが1つまたは複数の通信リソー
スユニットのためのリソースユニット割り振り計画に関連する、ステップをさらに含むこ
とができる。リソース割り振りフィールドを生成するステップはまた、リソースタイプイ
ンジケータとともにインデックスを含めるステップであって、インデックスが1つまたは
複数の通信リソースユニットのユーザの数に関連する、ステップを含むことができる。共
通ユーザフィールドを生成するステップは、第1のリソース割り振り計画部分と第2のユー
ザ数部分とを含むようにリソース割り振りフィールドを生成するステップを含むことがで
きる。少なくとも1つの局固有フィールドは、MU-PPDU内のOFDMAシングルユーザ送信に関
連してもよく、局識別フィールドと、変調およびコーディング方式フィールドと、コーデ
ィングフィールドと、スケジューリングされたストリームの数フィールドと、空間時間ブ
ロックコードフィールドと、送信ビームフォーミングフィールドとを含む。加えて、また
は代替的に、少なくとも1つの局固有フィールドは、MU-MIMO送信に関連し、局識別フィー
ルドと、変調およびコーディング方式フィールドと、コーディングフィールドと、スケジ
ューリングされたストリームの数フィールドと、ストリームインデックスとを含む。
【００１０】
　方法はまた、第1の部分のインジケータおよび第2の部分のインジケータが両方とも割り
振り計画インジケータであるとき、MU-PPDU内の1つまたは複数の通信リソースユニットが
OFDMAシングルユーザ送信用であることを識別するステップを含むことができる。リソー
ス割り振りフィールドを生成するステップは、1つまたは複数の通信リソースユニットの
サイズが所定のしきい値未満である場合、両方の割り振り計画インジケータとともにイン
デックスを含めるステップを含むことができる。リソース割り振りフィールドを生成する
ステップはまた、1つまたは複数の通信リソースユニットのサイズが所定のしきい値以上
である場合、割り振り計画インジケータの一方のみとともにインデックスを含めるステッ
プを含むことができる。
【００１１】
　方法はまた、第1の部分のインジケータまたは第2の部分のインジケータのうちの少なく
とも一方がリソースタイプインジケータであるとき、1つまたは複数の通信リソースユニ
ットがマルチユーザ多入力多出力(MU-MIMO)用であることを識別するステップを含むこと
ができる。リソース割り振りフィールドを生成するステップは、1つまたは複数の通信リ
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ソースユニットのサイズが所定のしきい値未満である場合、第1の部分と第2の部分の両方
とともにリソースタイプインジケータを含めるステップを含むことができる。リソース割
り振りフィールドを生成するステップはまた、1つまたは複数の通信リソースユニットの
サイズが所定のしきい値未満である場合、第1の部分および第2の部分のうちの一方ととも
に割り振り計画インジケータを含め、第1の部分および第2の部分のうちの他方とともにリ
ソースタイプインジケータを含めるステップを含むことができる。
【００１２】
　方法はまた、少なくとも1つの局固有フィールドのうちの第1の局固有フィールドと第2
の局固有フィールドとの間の中心位置に中心局固有フィールドを生成するステップであっ
て、中心局固有フィールドの中心位置がMU-PPDU内の中心通信リソースユニットを識別す
る、ステップを含むことができる。方法または、少なくとも1つの局固有フィールドに続
くWLANシグナリングフィールドの最後の位置に中心局固有フィールドを生成するステップ
であって、中心局固有フィールドの最後の位置がMU-PPDU内の中心通信リソースユニット
を識別する、ステップを含むことができる。
【００１３】
　通信デバイスは、プロセッサと、プロセッサに通信可能に結合されたメモリとを含み、
メモリがコンピュータ可読コードを含み、コンピュータ可読コードが、プロセッサによっ
て実行されると、ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)シグナリングフィールド
内に共通ユーザフィールドを生成することであって、共通ユーザフィールドが複数の局に
よって復号可能であり、共通ユーザフィールドが、MU-PPDU内の1つまたは複数の通信リソ
ースユニットを示し、1つまたは複数の通信リソースユニットがMU-MIMO送信またはOFDMA
シングルユーザ送信に関連することをさらに示すリソース割り振りフィールドを含む、生
成することと、WLANシグナリングフィールド内の共通ユーザフィールドに続いて、少なく
とも1つの局固有フィールドを生成することであって、少なくとも1つの局固有フィールド
の位置が1つまたは複数の通信リソースユニットのうちの1つに対応する、生成することと
、WLANシグナリングフィールドを含むWLANプリアンブルを送信することとを通信デバイス
に行わせる。
【００１４】
　通信デバイスは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)シグナリングフィール
ド内に共通ユーザフィールドを生成するための手段であって、共通ユーザフィールドが複
数の局によって復号可能であり、共通ユーザフィールドが、MU-PPDU内の1つまたは複数の
通信リソースユニットを示し、1つまたは複数の通信リソースユニットがMU-MIMO送信また
はOFDMAシングルユーザ送信に関連することをさらに示すリソース割り振りフィールドを
含む、手段と、WLANシグナリングフィールド内の共通ユーザフィールドに続いて、少なく
とも1つの局固有フィールドを生成するための手段であって、少なくとも1つの局固有フィ
ールドの位置が1つまたは複数の通信リソースユニットのうちの1つに対応する、手段と、
WLANシグナリングフィールドを含むWLANプリアンブルを送信するための手段とを含む。
【００１５】
　ワイヤレス局におけるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ
可読媒体が開示される。コードは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)シグナ
リングフィールド内に共通ユーザフィールドを生成することであって、共通ユーザフィー
ルドが複数の局によって復号可能であり、共通ユーザフィールドが、MU-PPDU内の1つまた
は複数の通信リソースユニットを示し、1つまたは複数の通信リソースユニットがMU-MIMO
送信またはOFDMAシングルユーザ送信に関連することをさらに示すリソース割り振りフィ
ールドを含む、生成することと、WLANシグナリングフィールド内の共通ユーザフィールド
に続いて、少なくとも1つの局固有フィールドを生成することであって、少なくとも1つの
局固有フィールドの位置が1つまたは複数の通信リソースユニットのうちの1つに対応する
、生成することと、WLANシグナリングフィールドを含むWLANプリアンブルを送信すること
とを通信デバイスに行わせるために実行可能な命令を含む。
【００１６】
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　ワイヤレス通信のための別の方法について説明する。方法は、共通ユーザフィールドと
少なくとも1つの局固有フィールドとを含むWLANプリアンブルを受信するステップと、MU-
PPDU内の1つまたは複数の通信リソースユニットを示し、1つまたは複数の通信リソースユ
ニットがMU-MIMO送信またはOFDMAシングルユーザ送信に関連することをさらに示す共通ユ
ーザフィールドに関連するリソース割り振りフィールドを識別するステップと、少なくと
も1つの局固有フィールドの位置に少なくとも部分的に基づいて、局に関連する少なくと
も1つの局固有フィールドのうちの局固有フィールドと、局固有フィールドに対応するMU-
PPDU内の1つまたは複数の通信リソースユニットのうちの少なくとも1つの通信リソースユ
ニットとを識別するステップとを含む。
【００１７】
　方法はまた、リソース割り振りフィールドに少なくとも部分的に基づいて、少なくとも
1つの通信リソースユニットのサイズを識別するステップを含むことができる。方法はま
た、リソース割り振りフィールドに少なくとも部分的に基づいて、少なくとも1つの通信
リソースユニットがMU-MIMO送信またはOFDMAシングルユーザ送信に関連することを識別す
るステップを含むことができる。方法はまた、リソース割り振りフィールドに少なくとも
部分的に基づいて、MU-MIMO送信に関連する少なくとも1つの通信リソースユニットを監視
するユーザの数を識別するステップを含むことができる。方法はまた、リソース割り振り
フィールドに少なくとも部分的に基づいて、局固有フィールドに対応する少なくとも1つ
の通信リソースユニットの位置を識別するステップを含むことができる。
【００１８】
　方法はまた、少なくとも1つの局固有フィールドのうちの第1の局固有フィールドと第2
の局固有フィールドとの間の中心位置における中心局固有フィールドを識別するステップ
と、中心位置における中心局固有フィールドを識別することに少なくとも部分的に基づい
て、中心局固有フィールドに対応するMU-PPDU内の中心通信リソースユニットを識別する
ステップとを含むことができる。方法はまた、少なくとも1つの局固有フィールドに続く
最後の位置における中心局固有フィールドを識別するステップと、最後の位置における中
心局固有フィールドを識別することに少なくとも部分的に基づいて、中心局固有フィール
ドに対応するMU-PPDU内の中心通信リソースユニットを識別するステップとを含むことが
できる。
【００１９】
　通信デバイスは、プロセッサと、プロセッサに通信可能に結合されたメモリとを含み、
メモリがコンピュータ可読コードを含み、コンピュータ可読コードが、プロセッサによっ
て実行されると、共通ユーザフィールドと少なくとも1つの局固有フィールドとを含むWLA
Nプリアンブルを受信することと、MU-PPDU内の1つまたは複数の通信リソースユニットを
示し、1つまたは複数の通信リソースユニットがMU-MIMO送信またはOFDMAシングルユーザ
送信に関連することをさらに示す共通ユーザフィールドに関連するリソース割り振りフィ
ールドを識別することと、少なくとも1つの局固有フィールドの位置に少なくとも部分的
に基づいて、局に関連する少なくとも1つの局固有フィールドのうちの局固有フィールド
と、局固有フィールドに対応するMU-PPDU内の1つまたは複数の通信リソースユニットのう
ちの少なくとも1つの通信リソースユニットとを識別することとを通信デバイスに行わせ
る。
【００２０】
　通信デバイスは、共通ユーザフィールドと少なくとも1つの局固有フィールドとを含むW
LANプリアンブルを受信するための手段と、MU-PPDU内の1つまたは複数の通信リソースユ
ニットを示し、1つまたは複数の通信リソースユニットがMU-MIMO送信またはOFDMAシング
ルユーザ送信に関連することをさらに示す共通ユーザフィールドに関連するリソース割り
振りフィールドを識別するための手段と、少なくとも1つの局固有フィールドの位置に少
なくとも部分的に基づいて、局に関連する少なくとも1つの局固有フィールドのうちの局
固有フィールドと、局固有フィールドに対応するMU-PPDU内の1つまたは複数の通信リソー
スユニットのうちの少なくとも1つの通信リソースユニットとを識別するための手段とを
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含む。
【００２１】
　ワイヤレス局におけるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ
可読媒体が開示される。コードは、共通ユーザフィールドと少なくとも1つの局固有フィ
ールドとを含むWLANプリアンブルを受信することと、MU-PPDU内の1つまたは複数の通信リ
ソースユニットを示し、1つまたは複数の通信リソースユニットがMU-MIMO送信またはOFDM
Aシングルユーザ送信に関連することをさらに示す共通ユーザフィールドに関連するリソ
ース割り振りフィールドを識別することと、少なくとも1つの局固有フィールドの位置に
少なくとも部分的に基づいて、局に関連する少なくとも1つの局固有フィールドのうちの
局固有フィールドと、局固有フィールドに対応するMU-PPDU内の1つまたは複数の通信リソ
ースユニットのうちの少なくとも1つの通信リソースユニットとを識別することとを通信
デバイスに行わせるために実行可能な命令を含む。
【００２２】
　本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
は、高効率WLANプリアンブルにおけるリソース割り振りシグナリングのための処理、特徴
、手段、または命令をさらに含んでもよい。説明されているシステム、方法、装置、また
はコンピュータ可読媒体の適用性のさらなる範囲は、以下の発明を実施するための形態、
特許請求の範囲、および図面から明らかになろう。詳細な説明および特定の例は、説明の
範囲内の様々な変更および修正は当業者には明らかになるであろうことから、例示として
のみ与えられる。
【００２３】
　本開示の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによって実現さ
れ得る。添付の図では、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに
、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルに同様の構成要素を区別するダッシュおよ
び第2のラベルに従うことよって区別され得る。第1の参照ラベルのみが本明細書で使用さ
れる場合、説明は、第2の参照ラベルにかかわらず、同じ第1の参照ラベルを有する同様の
構成要素のうちのいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本開示の様々な態様による高効率ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)
プリアンブルにおけるリソース割り振りシグナリングをサポートするワイヤレス通信シス
テムの一例を示す図である。
【図２】本開示の様々な態様による高効率WLANプリアンブルにおけるWLANプロトコルデー
タユニット(PDU)(たとえば、物理層コンバージェンスPDU(PPDU))リソース割り振りシグナ
リングの一例を示す図である。
【図３】本開示の様々な態様による高効率WLANプリアンブルにおけるリソース割り振りシ
グナリングのためのWLANプロトコルデータユニットの態様の一例を示す図である。
【図４】本開示の様々な態様による高効率WLANプリアンブルにおけるリソース割り振りシ
グナリングのためのWLANプロトコルデータユニットの態様の一例を示す図である。
【図５Ａ】本開示の様々な態様による高効率WLANプリアンブルにおけるリソース割り振り
シグナリングのためのリソース割り振り方式の一例を示す図である。
【図５Ｂ】本開示の様々な態様による高効率WLANプリアンブルにおけるリソース割り振り
シグナリングのためのリソース割り振り方式の一例を示す図である。
【図５Ｃ】本開示の様々な態様による高効率WLANプリアンブルにおけるリソース割り振り
シグナリングのためのリソース割り振り方式の一例を示す図である。
【図５Ｄ】本開示の様々な態様による高効率WLANプリアンブルにおけるリソース割り振り
シグナリングのためのリソース割り振り方式の一例を示す図である。
【図５Ｅ】本開示の様々な態様による高効率WLANプリアンブルにおけるリソース割り振り
シグナリングのためのリソース割り振り方式の一例を示す図である。
【図５Ｆ】本開示の様々な態様による高効率WLANプリアンブルにおけるリソース割り振り
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シグナリングのためのリソース割り振り方式の一例を示す図である。
【図６Ａ】本発明の態様による高効率WLANプリアンブルにおけるリソース割り振りシグナ
リングをサポートする高効率シグナリングB(HE-SIG-B)フィールドのための共通および専
用ブロックシグナリングの例を示す図である。
【図６Ｂ】本発明の態様による高効率WLANプリアンブルにおけるリソース割り振りシグナ
リングをサポートする高効率シグナリングB(HE-SIG-B)フィールドのための共通および専
用ブロックシグナリングの例を示す図である。
【図７】本発明の態様による高効率WLANプリアンブルにおけるリソース割り振りシグナリ
ングをサポートするリソース割り振り方式の一例を示す図である。
【図８Ａ】本発明の態様による高効率WLANプリアンブルにおけるリソース割り振りシグナ
リングをサポートするHE-SIG-Bフィールドの例を示す図である。
【図８Ｂ】本発明の態様による高効率WLANプリアンブルにおけるリソース割り振りシグナ
リングをサポートするHE-SIG-Bフィールドの例を示す図である。
【図９Ａ】本開示の様々な態様による時間制御された空間干渉除去をサポートする例示的
な局(STA)のブロック図である。
【図９Ｂ】本開示の様々な態様による時間制御された空間干渉除去をサポートする例示的
な局(STA)のブロック図である。
【図１０】本開示の様々な態様によるワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチャ
ートである。
【図１１】本開示の様々な態様によるワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本開示によれば、デバイスは、高効率ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)プ
リアンブルにおいてリソース割り振り方式をシグナリングすることができる。一例では、
リソース割り振りパターンを複数のデバイスにシグナリングするために、高効率(HE)WLAN
シグナリングフィールドが使用される。HE WLANシグナリングフィールドは、複数のデバ
イスよって復号可能であり、リソース割り振りフィールドを含む共通ユーザフィールドを
含む。リソース割り振りフィールドは、複数のデバイスへのリソースユニットの分配を示
し、MU-PPDU内のどのリソースユニットがMU-MIMO送信に対応し、どのリソースユニットが
OFDMAシングルユーザ送信に対応するのかを示す。HE WLANシグナリングフィールドは、特
定のデバイスに割り当てられた専用ユーザフィールドも含む。専用ユーザフィールドの順
序は、割り振られたリソースユニットに対応する。HE WLANシグナリングフィールドは、W
LANプリアンブルとともに複数のデバイスに送信される。
【００２６】
　一例では、HE WLANシグナリングフィールドの共通フィールド内に位置するリソース割
り振りフィールドは、送信タイプ(たとえば、OFDMAシングルユーザ、MU-MIMO、広帯域、
狭帯域)、リソース割り振りパターン、および/またはリソースユニット割り振りに割り当
てられたユーザの数を指定するインジケータを含む。ユーザ割り振りフィールドは、異な
るリソース割り振りパターン、異なるリソース割り振りサイズ、および/またはリソース
割り振りパターンに関連するユーザの数をシグナリングするためにインジケータを補完す
るインデックスを含む。リソース割り振りフィールドは、第1および第2の部分に分割され
る。一例では、第1の部分は、チャネルの第1の部分のためのリソース割り振り情報に関連
し、それを提供し、第2の部分は、チャネルの第2の部分のためのリソース割り振り情報に
関連し、それを提供する。別の例では、(たとえば、OFDMAシングルユーザ広帯域送信をシ
グナリングするために)第1の部分のみが使用される。さらに別の例では、第1の部分およ
び第2の部分は、相補的であり、MU-MIMO送信に関連するユーザの数を示す。
【００２７】
　別の例では、リソース割り振りフィールドは、割り振り計画フィールドと、第1のマル
チユーザ(MU)フィールドおよび第2のMUフィールドとを含む。割り振り計画フィールドは
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、リソース割り振りフィールドによって指定され得る異なるリソース割り振りパターンを
示すために使用される。第1のMUフィールドおよび第2のMUフィールドは、MU-MIMO送信の
ためのリソース割り振りパターンに関連するユーザの数を指定するために使用される。一
例では、(たとえば、20MHz未満のMUリソースユニット割り振りのために)第1のMUフィール
ドは、チャネルの第1の部分に対応し、第2のMUフィールドは、チャネルの第2の部分に対
応する。別の例では、(たとえば、OFDMAシングルユーザ送信の場合)第1および第2のMUフ
ィールドは、使用されない。さらに別の例では、(たとえば、広帯域MU送信のための)ユー
ザの数を指定するために、第1のMU部分のみが使用される。
【００２８】
　共通フィールドに続く専用ユーザブロックは、どのリソース割り振りユニットがデバイ
スに割り当てられているかをそのデバイスに示す。一例では、共通ブロックに続いて専用
ユーザブロックが生成される順序は、リソースユニットに対応する。このようにして、デ
バイスは、専用ユーザブロック(たとえば、第1のユーザブロック)がいつ受信されたかを
決定し、対応する割り振られたリソースユニット(たとえば、第1のリソースユニット)を
、デバイスに割り当てられているものとして識別する。専用ユーザブロックは、専用ユー
ザブロックをデバイスに割り当てるための局識別フィールドと、今後の送信に関連する追
加の制御情報とを含む。
本開示のこれらおよび他の態様について、装置図、システム図、およびフローチャートに
よってさらに例示し、これらを参照して説明する。
【００２９】
　図1は、本開示の様々な態様によるHEワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)プ
リアンブルにおけるリソース割り振りシグナリングをサポートするワイヤレス通信システ
ム100の一例を示す。簡単にするために、以下の説明では、ワイヤレス通信システム100を
WLAN100と呼ぶ。
【００３０】
　WLAN100は、アクセスポイント(AP)105と、STA_1～STA_7とラベル付けされた局(STA)110
とを含む。STA110は、モバイルハンドセット、タブレットコンピュータ、携帯情報端末(P
DA)、他のハンドヘルドデバイス、ネットブック、ノートブックコンピュータ、タブレッ
トコンピュータ、ラップトップ、デスクトップコンピュータ、ディスプレイデバイス(た
とえば、TV、コンピュータモニタなど)、プリンタなどであり得る。1つのAP105のみが示
されているが、WLAN100は、複数のAP105を有することができる。STA110は、移動局(MS)、
モバイルデバイス、アクセス端末(AT)、ユーザ機器(UE)、加入者局(SS)、または加入者ユ
ニットと呼ばれることもある。STA110は、通信リンク115を介してAP105に関連付け、AP10
5と通信する。各AP105は、カバレージエリア125内のSTA110がAP105の範囲内にあるように
、カバレージエリア125を有する。STA110は、カバレージエリア125全体に分散される。各
STA110は、据え置き型、モバイル、またはそれらの組合せである。
【００３１】
　図1には示されていないが、STA110は、2つ以上のAP105によってカバーされることが可
能であるので、異なる時間において複数のAP105に関連付けることができる。単一のAP105
、および関連するSTA110のセットは、基本サービスセット(BSS)と呼ばれる。拡張サービ
スセット(ESS)は、接続されたBSSのセットである。拡張サービスセット中のAP105を接続
するために、配信システム(DS)(図示せず)が使用される。AP105のカバレージエリア125は
、カバレージエリアの一部のみを構成するセクタに分割され得る(図示せず)。WLAN100は
、カバレージエリアのサイズが変化し、異なる技術のカバレージエリアが重複する、異な
るタイプ(たとえば、メトロポリタンエリア、ホームネットワークなど)のAP105を含む。
図示されていないが、他のデバイスがAP105と通信することができる。
【００３２】
　STA110は、通信リンク115を使用してAP105を介して互いに通信することができるが、ST
A110は、直接ワイヤレス通信リンク120を介して互いに直接通信することもできる。直接
ワイヤレス通信リンクは、STAのいずれかがAP105に接続されているかどうかにかかわらず
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、STA110間で発生することがある。直接ワイヤレス通信リンク120の例は、Wi-Fiダイレク
ト接続、Wi-Fiトンネルダイレクトリンクセットアップ(TDLS:Tunneled Direct Link Setu
p)リンクを使用することによって確立される接続、および他のピアツーピア(P2P)グルー
プ接続を含む。
【００３３】
　図1に示すSTA110およびAP105は、IEEE802.11、および、限定はしないが、802.11b、802
.11g、802.11a、802.11n、802.11ac、802.11ad、802.11ah、802.11zなどを含むその様々
なバージョンからの物理(PHY)層および媒体アクセス制御(MAC)層を含むWLAN無線およびベ
ースバンドプロトコルに従って通信する。
【００３４】
　STA110およびAP105への/からの送信は、しばしば、データ送信の前に送信されるヘッダ
内の制御情報を含む。ヘッダ内で提供される情報は、後続のデータを復号するためにデバ
イスによって使用される。高効率WLANプリアンブルは、シングルユーザ同時送信(たとえ
ば、シングルユーザ直交周波数分割多元接続(SU-OFDMA))および/またはMU-MIMO送信(たと
えば、多入力多出MU-MIMO)のための、STA110などの複数のデバイスをスケジューリングす
るために使用され得る。一例では、HE WLANシグナリングフィールドは、複数の受信STA11
0にリソース割り振りパターンをシグナリングするために使用される。HE WLANシグナリン
グフィールドは、複数のSTA110によって復号可能な共通ユーザフィールドを含み、共通ユ
ーザフィールドは、リソース割り振りフィールドを含む。リソース割り振りフィールドは
、複数のSTA110にリソースユニット分布を示し、リソースユニット分布内のどのリソース
ユニットがMU-MIMO送信に対応し、どのリソースユニットがOFDMAシングルユーザ送信に対
応するのかを示す。HE WLANシグナリングフィールドはまた、共通ユーザフィールドに続
いて、特定のSTA110に割り当てられた専用ユーザフィールドを含む。専用ユーザフィール
ドが生成される順序は、割り振られたリソースユニットに対応する(たとえば、第1の専用
ユーザフィールドは、第1の割り振られたリソースユニットに対応する)。HE WLANシグナ
リングフィールドは、WLANプリアンブルとともに複数のSTA110に送信される。
【００３５】
　図2は、本開示の様々な態様による高効率WLANプリアンブルにおけるWLANプロトコルデ
ータユニット(PDU)200(たとえば、物理層コンバージェンスPDU(PPDU))リソース割り振り
シグナリングの一例を示す。WLAN PDU200は、図1を参照して上記で説明したように、STA1
10とAP105との間の送信の態様を示す。
【００３６】
　この例では、WLANプロトコルデータユニット200は、物理(PHY)層ヘッダ205とデータフ
ィールド220(たとえば、MACプロトコルデータユニット(MPDU)または物理層サービスデー
タユニット(PSDU))とを含む。PHY層ヘッダ205は、レガシーWLANプリアンブル210と高効率
WLANプリアンブル215とを含む。プリアンブルおよびデータフィールドは、以下の、レガ
シーWLANプリアンブル210、高効率WLANプリアンブル215、データフィールド220の順序で
送信される。
【００３７】
　WLANプロトコルデータユニット200は、いくつかの例では複数のサブバンドを含むこと
がある無線周波数スペクトル帯域を介して送信される。いくつかの例では、無線周波数ス
ペクトル帯域は、80MHzの帯域幅を有してもよく、サブバンドの各々は、20MHzの帯域幅を
有してもよい。レガシーWLANプリアンブル210は、レガシーショートトレーニングフィー
ルド(STF:short training field)(L-STF)情報と、レガシーロングトレーニングフィール
ド(LTF:long training field)(L-LTF)情報と、レガシーシグナリング(L-SIG:legacy sign
aling)情報とを含む。無線周波数スペクトル帯域は、複数のサブバンドを含み、L-STF、L
-LTF、およびL-SIG情報は、複数のサブバンドの各々において複製され、送信される。レ
ガシープリアンブルは、パケット検出、自動利得制御、チャネル推定などのために使用さ
れる。レガシープリアンブルは、レガシーデバイスとの互換性を維持するためにも使用さ
れる。
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【００３８】
　高効率WLANプリアンブル215は、繰返しレガシーWLANフィールド(たとえば、RL-SIGフィ
ールド)、第1のWLANシグナリングフィールド(たとえば、HE-SIG-Aなどの第1の高効率WLAN
シグナリングフィールド)、第2のWLANシグナリングフィールド(たとえば、HE-SIG-Bなど
の第2の高効率WLANシグナリングフィールド)、WLAN STF(たとえば、高効率WLAN STF)、お
よび少なくとも1つのWLAN LTF(たとえば、少なくとも1つの高効率WLAN LTF)のうちのいず
れかを含む。高効率WLANプリアンブル215は、APが複数の局(たとえば、MU-MIMO)に同時に
送信することを可能にし、APがアップリンク送信/ダウンリンク送信(たとえば、SU-OFDMA
)のために複数の局にリソースを割り振ることも可能にする。高効率WLANプリアンブル215
は、リソースをスケジューリングし、スケジューリングを他のWLANデバイスに指示するた
めに、共通シグナリングフィールドと1つまたは複数の専用(たとえば、局固有)シグナリ
ングフィールドを使用する。デバイスは、データフィールド220によって利用される周波
数スペクトルに関連するどのリソースユニットが今後の通信のためにデバイスに割り振ら
れたかを決定するためにスケジューリングを使用する。
【００３９】
　図3は、本開示の様々な態様による高効率WLANプリアンブルにおけるリソース割り振り
シグナリングのためのWLANプロトコルデータユニット300の態様の一例を示す。WLANプロ
トコルデータユニット300は、図1～図2を参照して上記で説明したように、STA110とAP105
との間の送信の態様を示す。WLANプロトコルデータユニット300は、第1のWLANシグナリン
グフィールド305と、第2のWLANシグナリングフィールド310と、高効率STF315と、高効率L
TF320と、データフィールド325とを含む。第1のWLANシグナリングフィールド305は、複数
のサブバンドにわたって反復されるHE-SIG-A330を含む。データフィールド325は、異なる
デバイスに割り振られたデータ部分335を含む。たとえば、データ部分335-aは、第1のデ
バイスに割り振られ、データ部分335-bは、第2のデバイスに割り振られ、データ部分335-
cは、デバイスの第1のグループに割り振られ、データ部分335-dは、デバイスの第2のグル
ープに割り振られる。
【００４０】
　第1のWLANシグナリングフィールド305は、WLANプロトコルデータユニット300において
通信を受信または送信するために識別されたいくつかのAPまたは局以外のAPおよび局によ
って使用可能な高効率WLANシグナリング情報を含む。第1のWLANシグナリングフィールド3
05は、第2のWLANシグナリングフィールド310を復号するために識別された数のAPまたは局
によって使用可能な情報も含む。無線周波数スペクトル帯域が複数のサブバンドを含むと
き、第1のWLANシグナリングフィールド305内に含まれる情報(たとえば、HE-SIG-A 330-a)
は、第1のWLANシグナリングフィールド305の各サブバンドにおいて複製され、送信される
(たとえば、HE-SIG-A 330-b～330-d)。
【００４１】
　第2のWLANシグナリングフィールド310は、WLANプロトコルデータユニット300における
通信を送信または受信するために識別されたいくつかのAPまたは局によって使用可能な高
効率WLANシグナリング情報を含む。より具体的には、第2のWLANシグナリングフィールド3
10は、データフィールド220においてデータを送信/符号化または受信/復号するためにい
くつかのAPまたは局によって使用可能な情報を含む。第2のWLANシグナリングフィールド3
10は、第1のWLANシグナリングフィールド305とは別々に符号化され得る。第2のWLANシグ
ナリングフィールド310は、APの範囲内の高効率STAなどのデバイスのグループに情報をシ
グナリングする共通ブロックフィールド340と、特定の高効率STAに特有の情報をシグナリ
ングするユーザブロック345-a～345-cとを含む。共通ブロックは、データフィールド325
がどのようにデバイス間で分割されるか(たとえば、データフィールドをリソースユニッ
トに分割する)、どのリソースユニットがSU-OFDMAに関連するのか、およびどれがMU-MIMO
に関連するのかを高効率デバイスにシグナリングするリソース割り振りフィールド350を
含む。さらに、ユーザブロック345の順序は、ユーザブロック345に関連するデバイスと、
デバイスに割り振られたリソースユニットとの間のリンクを提供する。一例として、リソ
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ース割り振りフィールド350は、データフィールドを9つの領域に分割する(たとえば、20M
Hzデータ領域は、各々が26のトーンにおよぶ9つのサブ領域に分割される)。第1のユーザ
ブロックにおいてアドレス指定されたSTAは、第1の26のトーンに対応し、第2のユーザブ
ロックにおいてアドレス指定された第2のSTAは、次の26のトーンに対応する、などである
。共通ブロックは、また、LTFなどの他のフィールドを含んでもよい。
【００４２】
　図4は、本開示の様々な態様による高効率WLANプリアンブルにおけるリソース割り振り
シグナリングのためのWLANプロトコルデータユニット400の態様の一例を示す。WLANプロ
トコルデータユニット400は、図1～図2を参照して上記で説明したように、STA110とAP105
との間の送信の態様を示す。WLANプロトコルデータユニット400は、第2のWLANシグナリン
グフィールド310の一例であるHE-SIG-Bフィールド310-aを含む。HE-SIG-Bフィールド310-
aは、制御情報の4つのストリーム405-a～405-dをサポートする4つのサブバンドを含む。
ストリーム405-cおよび405-dは、405-aおよび405-bの冗長バージョンであり、いくつかの
デバイスのためのリソース割り振りおよびスケジューリング情報を含む。一例では、デバ
イスは、HE-SIG-Bフィールド310-aにおいてシグナリングされたコンテンツのすべてを取
得するために、両方のストリームを復号する。さらに、ストリーム405に関連する周波数
帯域内のユーザブロックを受信するデバイスも、同じ周波数帯域内のデータを受信する。
すべての他の20MHzチャネルに関する共通および専用のコンテンツ(たとえば、共通ブロッ
クフィールド340-aおよび340-b、ならびにユーザブロック345)は、一緒にシグナリングさ
れる。
【００４３】
　図5A～図5Fは、本開示の様々な態様による高効率WLANプリアンブルにおけるリソース割
り振りシグナリングのためのリソース割り振り方式500の例を示す。リソース割り振り方
式500は、図1～図4を参照して上記で説明したように、STA110とAP105との間の送信の態様
を示す。リソース割り振り方式500は、HE-SIG-Bフィールド310-bとリソース割り振りフィ
ールド350-aとを含む。リソース割り振りフィールド350-aは、第1の部分515-aと第2の部
分515-bとを含む。第1の部分515-aは、インジケータ505-aとインデックス510-aとを含み
、第2の部分515-bは、インジケータ505-bとインデックス510-bとを含む。
【００４４】
　一例では、第1の部分515-aにおいて割り振られたリソースは、後続のデータ送信に割り
振られた帯域幅の第1の部分(たとえば、20MHzチャネルの最初の10MHz)に対応する。第2の
部分515-bにおいて割り振られたリソースは、割り振られた帯域幅の第2の部分(たとえば
、20MHzチャネルの次の10MHz)に対応する。互いに関連し、インデックス510において提供
される情報に少なくとも部分的に基づくインジケータ505は、やって来る送信がSU-OFDMA
もしくはMU-MIMOであること、リソース割り振りパターン(たとえば、割り振られたリソー
スユニットのサイズ)、および/またはMU-MIMO送信において関与するユーザの数を、拡張
デバイスのセットに示す。インジケータ505は、割り振り計画インジケータまたはリソー
スタイプインジケータのうちの1つである。
【００４５】
　たとえば、第1のインジケータ505-aが割り振り計画インジケータ(たとえば、ビット値0
)であり、第2のインジケータ505-bが割り振り計画インジケータである場合、狭帯域リソ
ース割り振り(たとえば、20MHz未満)について、インデックス510-aおよび510-bは、20MHz
帯域がSU-OFDMAのためにどのように分割されるのかをシグナリングする。いくつかの例で
は、8ビットから構成されるリソース割り振りフィールド350-aを生成するために、インジ
ケータは、ビットを用いてシグナリングされ、インデックスは、3ビットを使用してシグ
ナリングされる。リソース割り振り方式500の追加の例は、以下の説明において提示され
る。
【００４６】
　図5Bは、リソース割り振り方式500-bの一例を示す。この例では、狭帯域リソース割り
振り(たとえば、20MHz未満)のためのSU-OFDMAリソース割り振り方式が提示される。第1の
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インジケータ505-cは、ビット値0を使用して割り振り計画インジケータとしてシグナリン
グされる。したがって、インデックス510-aは、20MHzチャネルのためのリソース割り振り
パターンをシグナリングするために使用される。たとえば、インデックス510-aが「000」
をシグナリングする場合、リソース割り振りフィールド350-bを復号するデバイスは、20M
Hzの最初の10MHzが26トーンにおよぶ4つのリソースユニットに分割されることを決定する
。代替的に、インデックス510-aが「100」をシグナリングする場合、デバイスは、完全な
最初の10MHzが単一のユーザに割り振られることを決定する。第2のインジケータ505-dは
また、ビット値0をシグナリングし、したがって、割り振り計画インジケータをシグナリ
ングする。上記と同様に、インデックス510-bに基づいて、リソース割り振りフィールド3
50-bを復号するデバイスは、第2の部分(たとえば、20MHzチャネルの次の10MHz部分)がど
のように割り振られるのかを決定する。
【００４７】
　図5Cは、リソース割り振り方式500-cの一例を示す。この例では、単一のユーザに対す
る広帯域リソース割り振り(たとえば、20MHz以上)のためのOFDMAリソース割り振り方式が
提示される。第1のインジケータ505-eは、ビット値0を使用して割り振り計画インジケー
タとしてシグナリングされる。したがって、インデックス510-aは、広帯域チャネル(たと
えば、20MHz、40MHz、80MHzなど)のためのリソース割り振りパターンをシグナリングする
ために使用される。たとえば、インデックス510-aが「101」をシグナリングする場合、リ
ソース割り振りフィールド350-cを復号するデバイスは、20MHzチャネル全体が単一のリソ
ースユニットに割り振られることを決定する。代替的に、インデックス510-aが「111」を
シグナリングする場合、デバイスは、80MHzチャネル全体が単一のリソースユニットに割
り振られることを決定する。第2のインジケータ505-fはまた、リソース割り振りがMU-MIM
O送信に関連しないことをデバイスに示すビット値0をシグナリングする。この例では、デ
バイスは、リソース割り振りが20MHzよりも大きく、20MHzの第1および第2の部分が割り振
られることを識別する。したがって、デバイスは、インデックス510-bにおけるシグナリ
ングを無視する。
【００４８】
　図5Dは、リソース割り振り方式500-dの一例を示す。この例では、狭帯域リソース割り
振り(たとえば、20MHz未満)のためのMU-MIMOリソース割り振り方式が提示される。第1の
インジケータ505-gは、ビット値1を使用してリソースタイプインジケータとしてシグナリ
ングされる。したがって、インデックス510-aは、MU-MIMO送信のためにリソースユニット
に割り当てられるユーザの数(たとえば、2～8)をシグナリングするために使用される。こ
の例では、10MHz未満(たとえば、106トーン未満)のリソース割り振りは、MU-MIMO送信の
ために割り振られない。したがって、デバイスは、リソース割り当てが20MHz(たとえば、
242トーン)未満なので、MU-MIMO割り当てが106トーンであることを決定する。したがって
、インデックス510-aが「000」をシグナリングする場合、リソース割り振りフィールド35
0-bを復号するデバイスは、20MHzチャネルの第1の部分(たとえば、第1の106トーン)が2人
のユーザに割り当てられたことを決定する。代替的には、インデックス510-aが「110」を
シグナリングする場合、デバイスは、チャネルの第1の部分が8人のユーザに割り当てられ
たことを決定する。この例では、第2のインジケータ505-hは、ビット値1もシグナリング
する。デバイスは、同様に、20MHzチャネルの第2の部分のためにどれくらい多くのユーザ
がスケジューリングされたのかを決定することができる。
【００４９】
　図5Eは、リソース割り振り方式500-eの一例を示す。この例では、広帯域リソース割り
振り(たとえば、20MHz以上)のためのMU-MIMOリソース割り振り方式が提示される。この例
では、デバイスは、MU-MIMO送信が20MHz以上になることを決定する。デバイスは、リソー
ス割り振りフィールド350-eの第1および第2の部分を解析することによって、広帯域MU-MI
MO送信が生じること、およびどれくらい多くのユーザのために生じるのかを決定する。第
1のインジケータ505-iは、ビット値0を使用してリソース割り振り計画インジケータとし
てシグナリングされる。したがって、インデックス510-aは、リソース割り振り計画をシ
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グナリングするために使用される。さらに、第1のインデックス510-aは、(たとえば、「1
01」、「110」、または「111」をシグナリングすることによって)リソースユニットのた
めのリソースユニット割り振りが20MHz以上であることをシグナリングする。デバイスは
、次いで、第2インジケータ505-jがビット値1を使用してリソースタイプインジケータを
シグナリングすることを識別することによって、広帯域リソースの割り振りがMU-MIMO送
信のためであることを決定する。したがって、デバイスは、第1の部分515-aによって割り
振られたリソースユニットに関連するユーザの数を決定するために、インデックス510-b
を復号する。
【００５０】
　図5Fは、リソース割り振り方式500-fの一例を示す。この例では、160MHz帯域のリソー
ス割り振りのためのリソース割り振り方式が提示される。この例では、第1のインジケー
タ505-kおよびインデックス510-aは、デバイスに「1111」をシグナリングする。「111」
に関連するインデックスは、空きのままであり、したがって、リソースタイプインジケー
タのために、160MHz帯域割り振りをシグナリングするために使用され得る。160MHzは、SU
-OFDMA送信またはMU-MIMO送信のいずれかのためにシグナリングされ得る。たとえば、MU-
MIMO送信をシグナリングするために、デバイスは、インジケータ505-lにおいてリソース
タイプインジケータ(たとえば、「1」)をシグナリングする。インデックス510-bは、次い
で、160MHzリソースユニット割り振りに関連するデバイスの数を指定するために使用され
る。SU-OFDMA送信をシグナリングするために、第1の部分も、「1111」をシグナリングす
る。しかしながら、第2の部分は、ビット値0を使用してインジケータ505-lにおいてリソ
ース割り振りタイプをシグナリングする。したがって、デバイスは、完全な160MHz帯域幅
が単一のデバイスに割り当てられたことを決定する。
【００５１】
　代替的には、デバイスは、一次40MHz帯域内の2つの20MHzチャネルにおける80MHz帯域幅
割り振りをシグナリングする。デバイスは、160MHzがSU-OFDMAに割り振られるかどうかを
、単一のユーザブロックが共通ブロックに続いて送信されることを識別することによって
決定する。デバイスは、各共通ブロックが80MHz分布と同じ数のユーザとを含むことを識
別し、ユーザコンテンツの単一のセットが専用部分において送信されることを識別するこ
とによって、160MHzがMU-MIMO送信に関連することを決定する。加えて、または代替的に
、デバイスは、2つの20MHzにおける160MHz帯域幅割り振りと、2つの20MHzチャネルにおい
て単一のユーザブロックを複製することとをシグナリングする。デバイスは、同じ数のユ
ーザが2つの20MHz部分において複製されていることを識別することによって、160MHzがMU
-MIMO送信に関連することを決定する。
【００５２】
　図6Aおよび図6Bは、本発明の態様による高効率WLANプリアンブルにおけるリソース割り
振りシグナリングをサポートするHE-SIG-Bフィールド600のための共通および専用ブロッ
クのシグナリングの例を示す。この例では、HE-SIG-Bフィールド600は、共通ブロック605
と、チャネル帯域幅の第1の部分に関連する第1の専用コンテンツブロック610-aと、チャ
ネル帯域幅の第2の部分に関連する第2の専用コンテンツブロック610-bと、中心トーンリ
ソースユニットに関連する中心専用コンテンツブロック615とを含む。
【００５３】
　図6Aは、リソース割り振りの中心の26トーンがどのように特定のユーザに割り振られて
いるのかを示すために、HE-SIG-Bフィールド600-aにおけるシグナリングの一例を示す。
図5Bに示したようなリソース分布は、4つの26トーンリソースユニットをチャネルの第1の
部分に割り振り、4つの26トーンリソースユニットをチャネルの第2の部分に割り振る。こ
れは、合計26の中心のトーンに関する第1の部分の終わりと第2の部分の最初の13トーンを
残す。この中心の26トーンリソースユニットは、専用コンテンツブロック615を介して特
定のユーザに暗黙的にシグナリングされる。HE-SIG-Bフィールド600-aを受信するデバイ
スは、第1の専用コンテンツブロック610-aおよび第2の専用コンテンツブロック610-bにお
けるリソースユニット割り振りが20MHz未満のリソースユニットサイズのためであること
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を識別する。さらに、デバイスは、ユーザブロック分配方式の中心において、図3および/
または図4で説明したユーザブロック345などの中心ユーザブロックを識別する。中心専用
コンテンツブロック615に対応する中心ユーザブロックに関連するデバイスは、中心の26
トーンが、関連付するデバイスに割り振られることを識別する。
【００５４】
　図6Bは、リソース割り振りの中心の26トーンが広帯域割り振りのために特定のユーザに
どのように割り振られるのかを示すために、HE-SIG-Bフィールド600-bにおけるシグナリ
ングの一例を示す。たとえば、リソースユニット割り振りが80MHzであるとき、余分な26
トーンRUが2つの40MHzリソースユニット間で利用可能である。第1の共通ブロック605-aは
、第2および第4の20MHzリソースユニットに関連し、共通ブロック605-bは、第1および第3
の20MHzリソースユニットに関連する。26の中心トーンのための専用コンテンツは、中心
専用コンテンツブロック615-aにおける一次20MHzチャネルの終わりに提供される。二次20
MHzチャネルは、二次20MHzチャネルと一次20MHzチャネルとの間のシグナリングの不一致
を補償するためにパディングフィールド620を含む。
【００５５】
　図7は、本発明の態様による高効率WLANプリアンブルにおけるリソース割り振りシグナ
リングをサポートするリソース割り振り方式700の一例を示す。リソース割り振りフィー
ルド350-gは、割り振り計画フィールド705と、チャネルの第1の部分のための第1のMU-MIM
Oフィールド710と、チャネルの第2の部分のための第2のMU-MIMOフィールド715とを含む。
割り振り計画フィールド705は、割り振り計画に関連する異なる割り振りの各々に対応す
る。たとえば、9つの26トーンリソースユニットが割り振られる場合、考慮する1つの割り
振りパターンが存在する。この例で提供される割り振り計画について、異なる数の割り振
りは、合計29であり、5ビットを使用して表され得る。第1のMU-MIMOフィールド710は、第
1のチャネル部分内のリソースユニットに関連するMU-MIMOユーザの数を示すために使用さ
れ、第2のMU-MIMOフィールド715は、第2のチャネル部分に関連するMU-MIMOユーザの数を
示すために使用される。たとえば、2つの106トーンリソースユニットを含むリソース割り
振りについて、第1のMU-MIMOフィールド710において示されるユーザの数は、第1の106ト
ーンに対応し、第2のMU-MIMOフィールド715におけるユーザの数は、第2の106トーンに対
応する。たとえば、20MHz以上のリソースユニットが割り振られる場合、第1のMU-MIMOフ
ィールド710は、広帯域割り振りに関連するユーザの数を示し、第2のMU-MIMOフィールド7
15は、使用されない。たとえば、10MHz未満の割り振り(たとえば、26トーン、52トーンな
ど)が割り振られる場合、第1のMU-MIMOフィールド710および第2のMU-MIMOフィールド715
は、使用されない。2つの106トーン割り振りについて、第1のMU-MIMOフィールド710およ
び第2のMU-MIMOフィールド715はまた、第1および第2の部分がSU-OFDMA送信に関連する、
第1の部分がSU-OFDMAである、第2の部分がMU-MIMOである、などを示すために使用されて
もよい。
【００５６】
　図8Aおよび図8Bは、本発明の態様による高効率WLANプリアンブルにおけるリソース割り
振りシグナリングをサポートするHE-SIG-Bフィールド800の例を示す。HE-SIG-Bフィール
ド800は、局識別(ID)フィールド810、空間ストリームインジケータ815、送信ビームフォ
ーミングフィールド820、時空間ブロックコーディング(STBC)フィールド、変調コーディ
ング方式(MCS)フィールド、コーディングフィールド835、およびストリームインデックス
840などの追加のフィールドを含む専用ユーザブロック805を含む。
【００５７】
　図8Aは、SU-OFDMA送信に関連する専用ユーザブロック805-aを示す。局IDフィールド810
は、ユーザブロックの意図された受信者を識別するために使用され、空間ストリームイン
ジケータ815は、デバイスに対してスケジューリングされたスケジューリング済みストリ
ームの数を示し、送信ビームフォーミングがデバイスへの送信のために利用されるかどう
かを示す送信ビームフォーミングフィールド820、デバイスへの送信のために使用される
時空間ブロックコードを示すSTBCフィールド825、対応するデータ送信のために使用され
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る変調およびコーディング方式を示すMCSフィールド830、ならびにコーディングフィール
ド835。上記で説明したように、専用ユーザブロック805が送信される順序は、リソースユ
ニット割り振りに対応する。すなわち、各リソースユニットは、各ユーザブロックの位置
に関連する。
【００５８】
　図8Bは、MU-MIMO送信に関連す専用ユーザブロック805-bを示す。専用ユーザブロック80
5-bは、局IDフィールド810aと、空間ストリームインジケータ815と、局IDフィールド810-
aにおいて指定されたデバイスに割り当てられた第1のストリームおよび追加のストリーム
のインデックスを示すストリームインデックス840と、MCSフィールド830-aと、コーディ
ングフィールド835-aとを含む。グループIDが、MU-MIMO割り振りのために共通ブロックに
おいて示され得る。
【００５９】
　図9Aは、本開示の様々な態様による、図1～図8Bに関する、HE WLANプリアンブルにおけ
るリソース割り振りシグナリングをサポートする例示的なワイヤレスデバイス990のブロ
ック図900-aを示す。STA110またはAP105の例であり得るワイヤレスデバイス990は、共通
フィールド生成器930と、リソース割り振りフィールド生成器935と、割り振り計画インジ
ケータ940と、リソースタイプインジケータ945と、専用フィールド生成器950とを含む。
プロセッサ905、メモリ910、トランシーバ920、共通フィールド生成器930、リソース割り
振りフィールド生成器935、割り振り計画インジケータ940、リソースタイプインジケータ
945、および専用フィールド生成器950は、これらの構成要素間の通信を可能にするバス95
5に通信可能に結合される。アンテナ925は、トランシーバ920に通信可能に結合される。
【００６０】
　プロセッサ905は、中央処理装置(CPU)、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路
(ASIC)などのインテリジェントハードウェアデバイスである。プロセッサ905は、トラン
シーバ920を介して受信された情報と、アンテナ925を介して送信するためにトランシーバ
920に送られるべき情報とを処理する。
【００６１】
　メモリ910は、命令を含むコンピュータ可読コンピュータ実行可能ソフトウェア(SW)コ
ード915を記憶し、命令は、実行されると、プロセッサ905またはワイヤレスデバイス990
の構成要素のうちの別の1つに、本明細書で説明する様々な機能、たとえば、ローミング
スキャンをトリガすること、および、異なるチャネルにローミングするかどうかを決定す
ることを実行させる。
【００６２】
　トランシーバ920は、AP105、基地局150、STA110、または他のデバイスなどの他のワイ
ヤレスデバイスと双方向に通信する。トランシーバ920は、パケットおよびフレームを変
調し、変調されたパケットを送信するためにアンテナ925に提供するために、モデムを含
む。モデムは、アンテナ925から受信したパケットを復調するために追加で使用される。
【００６３】
　共通フィールド生成器930、リソース割り振りフィールド生成器935、割り振り計画イン
ジケータ940、リソースタイプインジケータ945、および専用フィールド生成器950は、以
下でさらに説明するように、図1～図8Bを参照して説明した特徴を実装する。
【００６４】
　再び、図9Aは、図1～図8Bの特徴を実行するデバイスの1つの可能な実装形態のみを示す
。図9Aの構成要素は、明瞭さのため、個別のハードウェアブロック(たとえば、ASIC、フ
ィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、セミカスタム集積回路など)として示され
ているが、構成要素の各々はまた、ハードウェアにおける適用可能な機能の一部またはす
べてを実行するように適合された複数のハードウェアブロックによって実装されてもよい
ことが理解されよう。代替的には、図9Aの構成要素のうちの2つ以上の機能は、単一の統
合されたハードウェアブロックによって実装されてもよい。たとえば、単一のトランシー
バ920チップが、プロセッサ905と、メモリ910と、共通フィールド生成器930と、リソース
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割り振りフィールド生成器935と、割り振り計画インジケータ940と、リソースタイプイン
ジケータ945と、専用フィールド生成器950とを実装してもよい。
【００６５】
　さらに他の例では、各構成要素の機能はまた、全体または一部において、メモリ内に具
体化され、1つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行
されるようにフォーマットされた命令を用いて実装されてもよい。たとえば、図9Bは、共
通フィールド生成器930-a、リソース割り振りフィールド生成器935-a、割り振り計画イン
ジケータ940-a、リソースタイプインジケータ945-a、および専用フィールド生成器950-a
の機能が、メモリ910-a上に記憶され、1つまたは複数のプロセッサ905-aによって実行さ
れるコンピュータ可読コードとして実装されるワイヤレスデバイス990-aの別の例のブロ
ック図900-bを示す。図9A～図9Bの構成要素のうちの1つまたは複数の機能を実行するため
に、ハードウェア/ソフトウェアの他の組合せが使用され得る。
【００６６】
　図10は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法1000の一例を示すフ
ローチャートを示す。方法1000は、本開示で説明されるワイヤレスデバイス990、AP105、
またはSTA110のいずれかによって実行され得るが、明瞭さのために、方法1000について、
図9Aおよび図9Bのワイヤレスデバイス990およびワイヤレスデバイス990-aの観点から説明
する。
【００６７】
　概して、方法1000は、STA110またはAP105などのデバイスが、複数の局によって復号可
能である共通ユーザフィールドを含むWLANシグナリングフィールドであって、MU-PPDUに
おける1つまたは複数の通信リソースユニットを示し、通信リソースユニットがMU-MIMOま
たはOFDMAシングルユーザ送信に関連することをさらに示すリソース割り振りフィールド
を備える、WLANシグナリングフィールドを生成する手順を示す。デバイスはまた、WLANシ
グナリングフィールドにおいて共通フィールドの後に局固有フィールドを生成し、局固有
フィールドの位置は、リソース割り振りフィールドによって割り振られたリソースユニッ
トに対応し、デバイスは、WLANシグナリングフィールドを含むWLANプリアンブルを送信す
る。
【００６８】
　1005において、共通フィールド生成器930は、WLANシグナリングフィールド内の共通ユ
ーザフィールドを生成するために使用される。共通ユーザフィールドは、複数の局によっ
て復号可能であり、複数のデバイス間で周波数リソースのセットを分割するリソース割り
振りフィールドを含む。
【００６９】
　1010において、リソース割り振りフィールド生成器935は、リソース割り振りフィール
ドを生成する。リソース割り振りフィールドは、リソースユニット割り振りパターン(た
とえば、周波数リソースのセットの1つまたは複数のリソースユニットへの分解)を示し、
MU-PPDU内のリソースユニットがMU-MIMO送信またはOFDMAシングルユーザ送信に関連する
ことも示す。
【００７０】
　1015において、リソース割り振りフィールド生成器935は、MU-PPDUのためのリソースユ
ニット割り振りがOFDMAシングルユーザ送信に関連するかどうか(たとえば、リソースユニ
ット割り振りパターンが単一のデバイス通信を対象とするかどうか)を決定する。
【００７１】
　1020において、リソースユニット割り振りがOFDMAシングルユーザ送信に関連すること
を決定した後、リソース割り振りフィールド生成器935は、リソースユニット割り振りが2
0MHz未満の周波数であるリソースユニットを割り振るかどうかを決定する。割り振り計画
インジケータ940は、次に続くインデックスがリソース分配に関連することをデバイスに
示すために使用される。そして、次に続くインデックスは、リソースパターンとリソース
ユニットのサイズとを指定するために使用される。
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【００７２】
　1025において、リソースユニット割り振りに関連する周波数が20MHz未満であり、リソ
ースユニットがOFDMAシングルユーザ送信に関連することを決定した後、リソース割り振
りフィールド生成器935は、20MHz帯域の第1および第2の部分のための割り振り計画を決定
する。割り振り計画インジケータ940は、次に続くインデックスがリソース分配に関連す
ることをデバイスに示すために使用される。次に続くインデックスは、52トーンまでおよ
ぶリソースユニットを含むリソースユニットパターンを指定する。リソース割り振りフィ
ールド生成器935はさらに、20MHzの帯域幅を第1および第2の10MHz部分に分割する。第1お
よび第2の割り振り計画インジケータ940および対応するリソース割り振りインデックスは
、第1の部分と第2の部分の両方のために提供される。
【００７３】
　1025-aにおいて、インデックスに基づいてリソースユニット割り振りに関連する周波数
が20MHz以上であることを決定し、リソースユニットがOFDMAシングルユーザ送信に関連す
ることを決定した後、リソース割り振りフィールド生成器935は、完全なリソースユニッ
トのための割り振り計画を決定する。割り振り計画インジケータ940は、次に続くインデ
ックスがリソース分配に関連することをデバイスに示すために使用される。次に続くイン
デックスは、242～996トーンの周波数(たとえば、20MHz～80MHz)を含む単一のリソースユ
ニットを指定する。
【００７４】
　1030において、送信がOFDMAシングルユーザ送信ではない(すなわち、MU-MIMO送信であ
る)ことを決定した後、リソース割り振りフィールド生成器935は、リソース割り振りが20
MHz未満であるかどうかを決定する。リソースタイプインジケータ945は、次に続くインデ
ックスが、リソースユニットを介して情報を受信するために割り当てられたユーザの数に
関連することをデバイスに示すために使用される。
【００７５】
　1035において、送信がMU-MIMO送信に関連することを決定し、リソースユニット割り振
りが20MHz未満であることを識別した後、リソース割り振りフィールド生成器935は、リソ
ース割り振りフィールド内にリソースタイプインジケータ945を含めることによって、送
信がMU-MIMO送信であることを示す。リソースタイプインジケータ945に関連するリソース
ユニットは、リソースユニットが20MHz未満であることを識別することに基づいて、106ト
ーン未満のMU-MIMO割り振りがサポートされないことを決定することによって、106トーン
であることを暗示的に決定されてもよい。リソース割り振りフィールド生成器935は、20M
Hz帯域幅を第1および第2の10MHz部分に分割する。第1および第2のリソースタイプインジ
ケータ945は、第1の部分を介する第1のMU送信のためのユーザの数と、第2の部分を介する
第2のMU送信のためのユーザの数とを指定するために、次に続くインデックスとともに第1
の部分と第2の部分の両方に関連する。20MHzよりも小さいリソースユニット割り振りにつ
いて、リソースタイプインジケータ945はまた、第1の部分がOFDMAシングルユーザ送信に
関連し、第2の部分がMU-MIMO送信に関連すること、およびその逆を示すために、割り振り
計画インジケータと組み合わされ得る。
【００７６】
　1040において、リソース割り振りフィールド内に含まれ、リソースタイプインジケータ
に続くインデックスは、第1の部分と第2の部分の両方における割り振られたリソースユニ
ットに関連するユーザの数を示すために使用される。
【００７７】
　1035-aにおいて、送信がMU-MIMO送信に関連することを決定し、リソースユニット割り
振りが20MHz以上であることを識別した後、リソース割り振りフィールド生成器935は、リ
ソース割り振りフィールド内に割り振り計画インジケータ940を含め、次に続くインデッ
クスを用いてリソースユニット分配が20MHzよりも大きいことを示すことによって、送信
が広帯域MU-MIMO送信であることを示す。さらに、広帯域MU-MIMO送信を広帯域OFDMAシン
グルユーザ送信から区別するために、リソースタイプインジケータ945がリソース割り振
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りフィールドの第2の部分内に含まれる。
【００７８】
　1040-aにおいて、リソースタイプインジケータ945に続くインデックスは、広帯域MU-MI
MO送信に関与するユーザの数を示すために使用される。
【００７９】
　1045において、専用フィールド生成器950は、共通フィールドに続く専用ユーザフィー
ルドを生成する。専用フィールド生成器950は、リソースユニット割り振りパターンに対
応する順序で専用ユーザフィールドを生成する。たとえば、20MHz帯域の第1の部分は、4
つの26トーンリソースユニットに割り振られてもよく、20MHz帯域の第2の部分はまた、4
つの26トーンリソースユニットに割り振られてもよい。したがって、第1の専用ユーザブ
ロックは、第1の26トーンリソースユニットに対応してもよく、拡張によって、第1の専用
ユーザブロックに割り当てられたデバイスは、第1の26トーンリソースユニットを割り振
られる。20MHz未満のリソースユニット割り振りについて、リソース割り振りパターンに
よって割り当てられない20MHz帯域幅の中心に26トーン(第1の部分に13の割り当てられな
いトーンおよび第2の部分に13の割り当てられないトーン)が存在するしたがって、専用フ
ィールド生成器950は、第1の部分に対応する専用ユーザブロックと第2の部分に対応する
専用ユーザブロックとの間に、中心トーンに対応する専用ユーザブロックを挿入する。同
様に、80MHzまたは160MHzのリソースユニット割り振りについて、中心の26トーンは、割
り当てられない。この例では、専用フィールド生成器950は、共通部分と専用部分とを含
む一次20MHzチャネルの終わりに中心トーンに対応する専用ユーザブロックを生成する。
【００８０】
　1050において、WLANシグナリングフィールドは、高効率WLANプリアンブル内に含まれ、
高効率WLANプリアンブルを含むWLANプリアンブルは、WLANチャネルを介して送信される。
【００８１】
　図11は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法1100の一例を示すフ
ローチャートを示す。方法1100は、本開示で説明されるワイヤレスデバイス990、AP105、
またはSTA110のいずれかによって実行され得るが、明瞭さのために、方法1100について、
図9Aおよび図9Bのワイヤレスデバイス990およびワイヤレスデバイス990-aの観点から説明
する。
【００８２】
　概して、方法1100は、STA110またはAP105などのデバイスが、複数の局によって復号可
能である共通ユーザフィールドを含むWLANシグナリングフィールドであって、MU-PPDUに
おける1つまたは複数の通信リソースユニットを示し、通信リソースユニットがマルチユ
ーザまたはOFDMAシングルユーザ送信に関連することをさらに示すリソース割り振りフィ
ールドを備える、WLANシグナリングフィールドを生成する別の手順を示す。デバイスはま
た、WLANシグナリングフィールドにおいて共通フィールドの後に局固有フィールドを生成
し、局固有フィールドの位置は、リソース割り振りフィールドによって割り振られたリソ
ースユニットに対応し、デバイスは、WLANシグナリングフィールドを含むWLANプリアンブ
ルを送信する。
【００８３】
　1105において、共通フィールド生成器930は、WLANシグナリングフィールド内の共通ユ
ーザフィールドを生成するために使用される。共通ユーザフィールドは、複数の局によっ
て復号可能であり、複数のデバイス間で周波数リソースのセットを分割するリソース割り
振りフィールドを含む。
【００８４】
　1110において、リソース割り振りフィールド生成器935は、リソース割り振りフィール
ドを生成する。リソース割り振りフィールドは、リソースユニット割り振りパターン(た
とえば、周波数リソースのセットの1つまたは複数のリソースユニットへの分解)を示し、
MU-PPDU内のリソースユニットがMU-MIMO送信またはOFDMAシングルユーザ送信に関連する
ことも示す。リソース割り振りフィールドは、図7に概略的に記載するように、割り振り
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計画フィールドと、チャネルの第1および第2の部分に対応するマルチユーザフィールドと
を含む。
【００８５】
　1115において、リソース割り振りフィールド生成器935は、MU-PPDUにおけるリソースユ
ニット割り振りがOFDMAシングルユーザ送信に関連するかどうか(たとえば、リソースユニ
ット割り振りパターンが単一のデバイス通信を対象とするかどうか)を決定する
【００８６】
　1120において、リソース割り振りフィールド生成器935は、割り振り計画フィールドを
生成する。割り振り計画フィールドは、割り振り計画インジケータ940を介して(たとえば
、5ビットルックアップテーブルを使用して)利用可能ないくつかのリソース割り振りパタ
ーンからリソース割り振りパターンを示す。OFDMAシングルユーザ送信のために、割り振
り計画フィールドのみが利用される。割り振り計画フィールドは、狭帯域(たとえば、20M
Hz未満)送信と広帯域(たとえば、20MHz以上)送信の両方をデバイスに示すことができる。
【００８７】
　1125において、送信がMU-MIMO送信であることを識別した後、リソース割り振りフィー
ルド生成器935は、リソースユニット割り振りが20MHz未満のリソースユニットを含むかど
うかを決定する。
【００８８】
　1130において、リソースユニット割り振りが20MHz未満であることを識別した後、リソ
ースタイプインジケータ945は、リソースユニットがMU-MIMO送信に関連することを識別す
る。リソースタイプインジケータ945は、第1のMUフィールドにおける20MHzの第1の部分に
関連するリソースユニットに割り当てられたユーザの数と、第2のMUフィールドにおける2
0MHzの第2の部分に割り当てられたユーザの数とを示す。上述したように、106トーン未満
のリソースユニット割り振りについて、リソース割り振りフィールド生成器は、MU-MIMO
送信をサポートしない。したがって、リソースタイプインジケータ内に含まれるMUフィー
ルドは、周波数が106トーン未満のMU-MIMO送信のために使用されない。
【００８９】
　1130-aにおいて、リソースユニット割り振りが20MHz以上であることを識別し、リソー
スユニットがMU-MIMO送信に関連することを識別した後、リソースタイプインジケータ945
は、広帯域MU-MIMO送信に関連するユーザの数を示すために第1のMUフィールドを使用する
。
【００９０】
　1135において、専用フィールド生成器950は、共通フィールドの後に専用ユーザフィー
ルドを生成する。専用フィールド生成器950は、リソースユニット割り振りパターンに対
応する順序で専用ユーザフィールドを生成する。たとえば、割り振り計画インジケータ94
0は、方法1000において暗黙的にシグナリングされた中心リソースユニットを含むリソー
ス割り振りパターン(たとえば、9つの26トーンリソースユニット)を示す。各専用ユーザ
フィールドは、次いで、9つのリソースユニットに対応する(たとえば、第1のユーザフィ
ールドは、第1の割り振られたリソースユニットに対応し、第2のユーザフィールドは、第
2の割り振られたリソースユニットに対応する、などである)。
【００９１】
　1140において、WLANシグナリングフィールドは、高効率WLANプリアンブル内に含まれ、
高効率WLANプリアンブルを含むWLANプリアンブルは、WLANチャネルを介して送信される。
方法1000および1100の態様は、組み合わされてもよく、および/または上記で説明したも
のと異なる順序で実行されてもよい。
【００９２】
　添付図面を参照して上述した詳細な説明は、例を説明し、実施され得る、または特許請
求の範囲内にある唯一の例を表していない。「例」および「例示的」という用語は、本明
細書において使用されるとき、「例、事例、または例示として機能すること」を意味し、
「好ましい」または「他の例よりも有利である」ことを意味しない。詳細な説明は、説明
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した技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、こ
れらの具体的な詳細なしに実施されてもよい。いくつかの例では、説明する例の概念を不
明瞭にすることを避けるために、周知の構造および装置は、ブロック図の形式で示される
。
【００９３】
　情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表されてもよい
。たとえば、上記の説明全体にわたって参照され得るデータ、命令、コマンド、情報、信
号、ビット、記号、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子、光場
もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表されてよい。
【００９４】
　本明細書における開示に関連して説明した様々な例示的なブロックおよび構成要素は、
本明細書で説明した機能を実行するように設計された、汎用プロセッサ、デジタル信号プ
ロセッサ(DSP)、ASIC、FPGAもしくは他のプログラマブルロジックデバイス、ディスクリ
ートゲートもしくはトランジスタロジック、ディスクリートハードウェア構成要素、また
はそれらの任意の組合せを用いて実施または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプ
ロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントロ
ーラ、マイクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピュ
ーティングデバイスの組合せ、たとえば、DSPおよびマイクロプロセッサの組合せ、複数
のマイクロプロセッサ、DSPコアに接続された1つもしくは複数のマイクロプロセッサ、ま
たは任意の他のそのような構成として実装されてもよい。
【００９５】
　本明細書で説明する機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフトウェ
ア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せにおいて実装されてもよい。プロセッ
サによって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、1つまたは複数の命令ま
たはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体
を介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示および添付の特許請求の範囲の
範囲および要旨の範囲内にある。たとえば、ソフトウェアの性質のため、上記で説明した
機能は、プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、
ハードワイヤリング、またはそれらの任意の組合せを使用して実現され得る。機能を実現
する特徴はまた、機能の部分が異なる物理的場所において実現されるように分散すること
を含む、種々の位置に物理的に位置することができる。特許請求の範囲内を含む、本明細
書において使用されるときに、「および/または」という用語は、2つ以上の項目のリスト
において使用されるとき、列挙される項目のうちのいずれか1つを単独で利用できること
、または列挙される項目のうちの2つ以上からなる任意の組合せを利用できることを意味
する。たとえば、構成が、構成要素A、B、および/またはCを含むものとして説明される場
合には、その構成は、A単体、B単体、C単体、AとBとの組合せ、AとCとの組合せ、BとCと
の組合せ、またはA、B、およびCの組合せを含むことができる。また、特許請求の範囲内
を含む、本明細書において使用されるときに、項目のリスト(たとえば、「のうちの少な
くとも1つ」または「のうちの1つまたは複数」などの句で始まる項目のリスト)において
使用される「または」は、たとえば、「A、B、またはCのうちの少なくとも1つ」のリスト
がAまたはBまたはCまたはABまたはACまたはBCまたはABC(すなわち、AおよびBおよびC)を
意味するような、選言的リストを示す。
【００９６】
　コンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体と、ある場所から別の場所へのコンピ
ュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体の両方を含む。記憶媒体
は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であっ
てもよい。例として、限定はしないが、コンピュータ可読媒体は、RAM、ROM、EEPROM、フ
ラッシュメモリ、CD-ROMもしくは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または
他の磁気記憶デバイス、または、命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラムコー
ド手段を担持または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、もしく



(25) JP 6563584 B2 2019.8.21

10

20

30

40

50

は汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る任意の他の媒体を備えることが
できる。または、任意の接続は、適切にコンピュータ可読媒体と呼ばれる。たとえば、ソ
フトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、より対線、デジタル加入者線(DSL)
、または、赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサ
イト、サーバ、または他の遠隔ソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケ
ーブル、より対線、DSL、または、赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技
術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク(disk)およびディスク(dis
c)は、コンパクトディスク(disc)(CD)、レーザディスク(disc)、光ディスク(disc)、デジ
タル多用途ディスク(disc)(DVD)、フロッピーディスク(disk)、およびブルーレイディス
ク(disc)を含み、ディスク(disk)は通常、データを磁気的に再生し、ディスク(disc)は、
レーザを用いてデータを光学的に再生する。上記の組合せも、コンピュータ可読媒体の範
囲内に含まれる。
【００９７】
　本開示のこれまでの説明は、当業者が本開示を作成または使用することを可能にするた
めに提供される。本開示の様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定義
される一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。し
たがって、本開示は、本明細書で説明する例および設計に限定されるものではなく、本明
細書で開示される原理および新規な特徴と一致する最も広い範囲が与えられるべきである
。
【符号の説明】
【００９８】
　　100　ワイヤレス通信システム、WLAN
　　105　アクセスポイント(AP)、AP
　　110　局(STA)、STA
　　115　通信リンク
　　120　直接ワイヤレス通信リンク
　　125　カバレージエリア
　　200　WLANプロトコルデータユニット(PDU)、WLAN PDU、WLANプロトコルデータユニッ
ト
　　205　物理(PHY)層ヘッダ、PHY層ヘッダ
　　210　レガシーWLANプリアンブル
　　215　高効率WLANプリアンブル
　　220　データフィールド
　　300　WLANプロトコルデータユニット
　　305　第1のWLANシグナリングフィールド
　　310　第2のWLANシグナリングフィールド
　　310-a　HE-SIG-Bフィールド
　　310-b　HE-SIG-Bフィールド
　　315　高効率STF
　　320　高効率LTF
　　325　データフィールド
　　330　HE-SIG-A
　　330-a～330-d　HE-SIG-A
　　335　データ部分
　　335-a　データ部分
　　335-b　データ部分
　　335-c　データ部分
　　335-d　データ部分
　　340　共通ブロックフィールド
　　340-a　共通ブロックフィールド
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　　340-b　共通ブロックフィールド
　　345　ユーザブロック
　　345-a～345-c　ユーザブロック
　　350　リソース割り振りフィールド
　　350-a　リソース割り振りフィールド
　　350-b　リソース割り振りフィールド
　　350-c　リソース割り振りフィールド
　　350-e　リソース割り振りフィールド
　　350-g　リソース割り振りフィールド
　　400　WLANプロトコルデータユニット
　　405-a～405-d　ストリーム
　　500　リソース割り振り方式
　　500-b　リソース割り振り方式
　　500-c　リソース割り振り方式
　　500-d　リソース割り振り方式
　　500-e　リソース割り振り方式
　　500-f　リソース割り振り方式
　　505　インジケータ
　　505-a　第1のインジケータ
　　505-b　第2のインジケータ
　　505-c　第1のインジケータ
　　505-d　第2のインジケータ
　　505-e　第1のインジケータ
　　505-f　第2のインジケータ
　　505-g　第1のインジケータ
　　505-h　第2のインジケータ
　　505-i　第1のインジケータ
　　505-j　第2のインジケータ
　　505-k　第1のインジケータ
　　505-l　インジケータ
　　510　インデックス
　　510-a　インデックス
　　510-b　インデックス
　　515-a　第1の部分
　　515-b　第2の部分
　　600　HE-SIG-Bフィールド
　　600-a　HE-SIG-Bフィールド
　　600-b　HE-SIG-Bフィールド
　　605　共通ブロック
　　605-a　第1の共通ブロック
　　605-b　共通ブロック
　　610-a　第1の専用コンテンツブロック
　　610-b　第2の専用コンテンツブロック
　　615　中心専用コンテンツブロック、専用コンテンツブロック
　　615-a　中心専用コンテンツブロック
　　620　パディングフィールド
　　700　リソース割り振り方式
　　705　割り振り計画フィールド
　　710　第1のMU-MIMOフィールド
　　715　第2のMU-MIMOフィールド
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　　800　HE-SIG-Bフィールド
　　805　専用ユーザブロック
　　805-a　専用ユーザブロック
　　805-b　専用ユーザブロック
　　810　局識別(ID)フィールド、局IDフィールド
　　810-a　局IDフィールド
　　815　空間ストリームインジケータ
　　820　送信ビームフォーミングフィールド
　　825　STBCフィールド
　　830　MCSフィールド
　　830-a　MCSフィールド
　　835　コーディングフィールド
　　835-a　コーディングフィールド
　　840　ストリームインデックス
　　900-a　ブロック図
　　900-b　ブロック図
　　905　プロセッサ
　　905-a　プロセッサ
　　910　メモリ
　　910-a　メモリ
　　915　コンピュータ可読コンピュータ実行可能ソフトウェア(SW)コード
　　920　トランシーバ
　　925　アンテナ
　　930　共通フィールド生成器
　　930-a　共通フィールド生成器
　　935　リソース割り振りフィールド生成器
　　935-a　リソース割り振りフィールド生成器
　　940　割り振り計画インジケータ
　　940-a　割り振り計画インジケータ
　　945　リソースタイプインジケータ
　　945-a　リソースタイプインジケータ
　　950　専用フィールド生成器
　　950-a　専用フィールド生成器
　　955　バス
　　990　ワイヤレスデバイス
　　990-a　ワイヤレスデバイス
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